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連続合成桁の中間支点部におけるズレ止めの疲労挙動に関する実験的検討 
 

早稲田大学 学生員 ○富岡佐和子  ＪＲ東日本 正会員  谷口  望 
東京鉄骨橋梁 正会員  入部 孝夫 東京鉄骨橋梁 正会員  碇山 晴久 
早稲田大学 学生員  神谷  崇  早稲田大学 フェロー 依田 照彦 

１．はじめに  

近年，負曲げが発生する連続合成桁の中間支点部の設計において，コンクリート床版のテンションスティフ

ニング効果を考慮することで，より現実に近い挙動を設計に取り入れる検討が行われている．そこで本研究で

は，負曲げが発生する連続合成桁の中間支点部をモデル化して疲労試験および静的載荷を行うことにより，コ

ンクリート床版と鋼桁のズレ止めが，テンションスティフニング効果と疲労挙動に及ぼす影響について検討す

る． 

２．実験概要 

表１に今回の研究で比較検討を行う 2 体の供試体に

ついてまとめる．供試体は図１,図２に示すようにスパ

ン 4m，床版幅 0.8m で，実橋における中間支点部を意識

し，鋼桁の中央部を載荷点とした３点曲げの試験体で

ある．ジベル詳細を図３に示す．主鉄筋間隔は 150mm，

鉄筋比ρは 2%，コンクリートの呼び強度は 27N/mm2 と

した． 

表１ 供試体の種類 
Ｎo. 供試体名称 ずれ止め コンクリート 疲労試験 

1 基本 頭付きスタッド 普通 なし 

2 定常疲労 頭付きスタッド 普通 定常疲労 

 

１）疲労試験 

疲労試験は 600kN を 200 万回載荷し，疲労載荷前，載荷回数の合計が 1 万回，5 万回，10 万回，50 万回，

100 万回，200 万回時に計測を行い，疲労試験後に静的載荷を行った． 

２）静的載荷試験 

静的載荷試験では、荷重が 180kN,380kN,680kN,1300kN に到達した時点で一旦 0kN まで除荷をし，その後鋼

桁の上下フランジとウェブに降伏が確認されるまで載荷を行った． 

３．スタッド基部の荷重－ひずみ曲線 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図２ 供試体断面 
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図１ 供試体図 

図３ 頭付きスタッド 

図４ 基本供試体におけるスタッド基部の曲げひずみの挙動 
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基本供試体におけるスタッド基部の曲げひずみの挙動を図４に，定常疲労における繰り返し回数とスタッド

の曲げひずみの関係を図５に示す．図４，５よりひび割れ発生とともにひずみが急変していることがわかる．

また，図５より，繰り返し回数の増加とともに，スタッド基部が曲がり易くなっており，スタッドとコンクリ

ートとの付着状況に変化が現われていることが推察される．なお，ひずみの計測位置は桁中心より 675mm 離

れた位置にあるスタッドの基部（フランジ上面より 2cm 程度）である． 

 
４．コンクリート床版と鋼桁のズレ変位 
 基本供試体におけるズレ変位計の挙動を図６に，定常疲労の疲労試験後の終局載荷時におけるズレ変位計の

挙動を図７に示す．図６よりズレ変位はひび割れ発生時から大きくなることがわかる．また図７より，荷重

1500kN 以下において，ズレ変位が除荷時に増加し，荷重載荷時に減少していることがわかる．これは疲労載

荷により，ひび割れが分散した影響によるものと考えられる．なお，ズレ変位は桁中心より 600mm 離れた位置

での計測である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに 

これまで連続合成桁のモデル実験において，静的載荷試験によるひび割れの検討は行われているが，ひび割

れ制御設計時において疲労を取り扱った事例はほとんどない．今後ひび割れ制御設計を行う上で，疲労載荷の

影響を検討する必要性が今回の実験で確かめられた．  
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図５ 定常疲労における繰り返し回数とスタッドの曲げひずみの関係 （回数単位：１万回）

図６ 基本供試体におけるズレ変位 図７ 定常疲労の疲労試験後の終局載荷時におけるズレ変位 
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